
２． ２ 投稿・書籍 本文             ①題名 ②著者 ③共著者 ④雑誌・書籍名 ⑤巻（号）：ページ、年 
                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                      

 
マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① ジャンプ障害 
 

② 月坂和宏 

 

③  

 

④ 今日の治療指針 2008 

 

⑤ P807-808、2008 年 
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ジャンプ障害  jumping injury   

月坂和宏  マツダ病院・整形外科部長 

 
 
病態と診断 

 ジャンプ動作による下肢の過労性障害を指し、代表的なも

のにジャンパー膝、跳躍型脛骨骨幹部疲労骨折がある。ジャ

ンプの離着地では膝伸展機構にかかるストレスが強いため膝

蓋骨上下の腱（大腿四頭筋腱、膝蓋腱）にその障害が発生す

る。ジャンパー膝とは膝蓋腱炎、大腿四頭筋腱炎を含めた呼

称であり、それらの腱の膝蓋骨への付着部に繰り返し牽引力

が加わり、その部位の微小断裂を生じると考えられている。

跳躍型脛骨骨幹部疲労骨折は、着地動作の繰り返しで脛骨の

中央骨幹部に応力が集中するために生じる。 

 いわゆるオーバーユースが主因であるが、個体要因（下肢

のアライメント異常、拮抗筋力のアンバランス、関節や筋肉

の柔軟性、脛骨の前弯やねじれなど）と環境要因（練習量、

練習内容、グランドや体育館の床の堅さなど）が複合して過

労性障害が発生する。 

 診断においては問診が重要であり、疼痛の発生状況と前述

の環境要因を詳細に聴取することから始まる。診察において

は実際に押さえてみることが大切であり、圧痛部位を正確に

把握して的確な診断を下し、次に病態に影響を及ぼす個体要

因を探る。Ｘ線は疲労骨折の診断に有用であり、ＭＲＩは靭

帯や筋・腱の炎症および疲労骨折の早期診断に有用である。 

治療方針 

 病態を把握し、その個体および環境要因を改善することが

治療の基本である。 

A. ジャンパー膝 

保存治療が原則である。痛みの程度によってはスポーツを

休止させるべきではあるが、その安易な指示は患者にとって

苦痛となることが多い。スポーツを続ける限り再発のリスク

は免れないので、患者のニーズを聞き入れて適宜対応してい

くことも必要である。その際大腿四頭筋の他動伸張、自動収

縮および抵抗下運動時の痛みの程度を把握することが、治療 

 

 

 

効果の判定や復帰の目安として有用である。一般的に後述の 

薬物療法や消炎鎮痛処置を行うが、大腿四頭筋を柔軟にする

ためストレッチングは平素から励行させる。また拮抗筋であ

るハムストリングや骨盤を支える殿筋群をバランスよくトレ

ーニングすることも肝要である。難治例に関しては手術的に

変性腱部分を切除することもある。 

Px 処方例  下記 1)－3)のいずれか、または適宜組み合わせ

て用いる。 

         

B. 跳躍型脛骨骨幹部疲労骨折 

 ジャンプ活動の休止と保存治療が基本となるが、本骨折は

難治性であり治療に長期間を要すること、スポーツ再開によ

る再発例もまれではないこと、完全骨折に至る場合があるこ

となどから手術治療も選択肢の１つとなりうる。手術では、

髄内釘（横止めは不要）を挿入することで骨の剛性を高める

方法がよいと思われる。特に遷延治癒や再発例、脛骨の前弯

が強い例、さらに競技レベルの選手で確実に早期の復帰をめ

ざす例には積極的に考慮してよいと考える。スポーツを続け

る間は抜釘はしない。しかし手術のリスクも十分に考慮して

患者のニーズと病態のバランスから判断すべきである。 

■患者説明のポイント 

・障害部位のストレッチやアイシングについては方法・時間・

回数などの具体的な指示を行い、セルフケアが重要である

ことを理解させる。 

・練習環境の改善には指導者の理解と協力も必要であること

を説明する。 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① 特集：上肢の外科―最近の進歩―肩甲骨関節窩前縁骨折(新鮮例)に対する

鏡視下骨接合術  
 

② 菊川和彦 

 

③ 奥平信義、山本 進*  

 

④ 別冊整形外科 

 

⑤ 第 54 巻、P33-39、2008 年 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① 肩甲下筋断裂に対する鏡視下修復術の治療成績 
 

② 菊川和彦 

 

③ 奥平信義 

 

④ 肩関節 

 

⑤ 第 32 巻、第 2 号、P437-440、2008 年 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① 上腕骨大結節骨折後のインピンジメント症候群に対する鏡視下手術 
 

② 菊川和彦 

 

③ 奥平信義 

 

④ 肩関節 

 

⑤ 第 32 巻、第 3 号、P577-580、2008 年 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① 陳旧性肩鎖関節脱臼に対する Cadenat 変法の治療成績 
 

② 菊川和彦 

 

③ 奥平信義、高沢皓文*、山本 進* 

 

④ 整形外科 

 

⑤ 投稿中 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① Intraoperative evaluation of anteroposterior and rotational 

stabilities in anterior cruciate ligament reconstruction: lower 

femoral tunnel placed single-bundle versus double-bundle 

reconstruction. 
 

② 金谷 篤 

 

③ 越智光夫＊、出家正隆＊、安達伸生＊、西森 誠＊、中前敦雄＊ 

 

④ Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 

 

⑤ in press 
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マツダ㈱マツダ病院研究業績集 

 
＜整形外科＞ 

 

① Potential Risks of Femoral Tunnel Drilling Through the Far 

Anteromedial Portal:Cadaveric Study 
 

② 中村光宏 

 

③ 出家正隆＊、渋谷早俊＊、中前敦雄＊、安達伸生＊、越智光夫＊、青山裕彦＊ 

 

④ Arthroscopy 

 

⑤ in press 
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